
１．約3人に1人が住宅ローンに“後悔あり”
住宅ローンを返済中の方1227名に対し、住宅ローンに対する後悔の有無を確認したところ、35.4％
の方が「何らかの後悔をしている」ことが分かりました。住宅ローンは、家計に長期的な影響を及ぼ
す契約です。慎重に検討したつもりでも、返済を進める中で「想定とは異なる」と感じるケースが約
３人に1人にものぼるということは、住宅ローンに対する後悔は誰にでも起こりうるといえます。
さらに後悔の有無について、住宅ローンを借り入れた時期ごとに示したものが〔図表１〕です。最
も借入時期が古い1991年～2000年に住宅ローンを借り入れ、現在も返済中の方（返済期間25年間～34
年が経過している方）に関しては、41.5％が「後悔あり」と回答しており、長期に渡る返済が、心理
的・経済的な負担となっている可能性がうかがえます。
また、借入時期が2020年に近づくにつれて、「後悔あり」の回答割合は減少するものの、直近2021
年～2024年で借り入れた方の「後悔あり」の割合はやや増加しています。このことは、足元の金利上
昇傾向のみならず、借入金額の高額化や借入期間の長期化などが影響している可能性があります。

　前回までは、「金利がある世界」到来後の住宅ローン利用の
変化を点検しました。こういった転換局面では、住宅ローン契約

時に想定していた状況と、実際に返済が始まってからの現実との間
に「思っていたのと違った」とギャップを感じる人が増えているので

はないでしょうか。今回は、そういった“後悔の声”について、ミライ
研のアンケート調査結果を分析することで、“後悔しない”住宅ローンに

つながるヒントを探ってみたいと思います。
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第3回：�住宅ローン利用経験者に聞いた、�
「リアルな後悔」ランキング　その①

〔図表１〕住宅ローン借入時期別　住宅ローンに対する後悔の有無

出所：�特に出所を示していない場合、三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実態
調査」（2025年）を基にミライ研作成

※回答者：住宅ローン返済中の方　※借入時期が1990年以前については該当者が少ないため除いている
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２．長期間返済を続けている方ほど、「借入期間を短くすればよかった」と後悔
では、住宅ローン返済中の方は、具体的にどのような点について後悔しているのでしょうか。住宅
ローンを借り入れた時期ごとに後悔の理由を確認したところ、「借入金額を少なくすればよかった」
「頭金の割合を多くすればよかった」の二つが共通上位項目として挙がってきました〔図表２〕。
他方、「借入期間を短くすればよかった」は、借入時期が古い（＝返済期間が長い）ほど上位にラ
ンクインする傾向がみられました〔図表２内★〕。借入期間に関する後悔は、借り入れ当初は実感しに
くいものの、長年にわたって返済を続ける中で、その「道のりの長さ」に気付き、後悔する人が増え
ているものと思われます。
また、借入金利に対する後悔も、2021年以前は「固定金利ではなく変動金利にすればよかった

「〔図表２内♠〕」が挙げられていたものの、2021年以降では「変動金利ではなく固定金利にすればよ
かった〔図表２内♤〕」に変化しており、時代ごとに多く選ばれていた金利形態の推移がうかがえる結
果となっています。
今回の調査で後悔の理由として多く挙げられた「借入金額、借入期間、金利形態」は、ローン設計
の根幹を成す重要な要素で、借入時には「将来を見通し」て慎重に決定されているものの、生活基盤
や環境の変化、また金利情勢の変化等を経て、各要素の重みを実感されているためと思われます。借
入時の判断がいかに「その時点の前提」に依存しているか、長期の借入れを行う際の先を見通す難し
さに加えて、将来の不確実性に対する備えの大切さも浮き彫りになっているといえます。

〔図表２〕住宅ローン借入時期別　住宅ローンに対する後悔の上位5項目（複数回答可）
借入時期

１ 借入金額を少なくすればよかった 32.5％
借入期間を短くすればよかった（★） 24.5％
頭金の割合を多くすればよかった 24.4％
固定金利ではなく変動金利にすればよかった（♠） 19.0％
保障内容＊を充実させればよかった 11.9％
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（回答者数:47）

１ 借入金額を少なくすればよかった 31.3％
頭金の割合を多くすればよかった 25.6％
固定金利ではなく変動金利にすればよかった（♠） 18.6％
借入期間を短くすればよかった（★） 17.2％
保障内容＊を充実させればよかった 12.7％
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2001年～
2010年

（回答者数:138）

１ 借入金額を少なくすればよかった 28.6％
頭金の割合を多くすればよかった 24.4％
借入期間を短くすればよかった（★） 14.8％
保障内容＊を充実させればよかった 14.4％
固定金利ではなく変動金利にすればよかった（♠） 19.0％
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2020年

（回答者数:174）

１ 借入金額を少なくすればよかった 30.0％
頭金の割合を多くすればよかった 25.1％
変動金利ではなく固定金利にすればよかった（♠） 19.0％
保障内容＊を充実させればよかった 15.8％
借入期間を短くすればよかった（★） 15.1％
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（回答者数:73）

※回答者：各借入時期に住宅ローンを借り入れて返済中かつ後悔している方　　＊疾病保障特約など
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次回は、こうした「後悔の声」をさらに深掘りし、単独ローンとペアローンの違いによって、後悔
の内容や度合いにどのような差が生まれているのかを検証します。共働き世帯の増加や不動産価格の
高騰を背景に、ペアローンの利用が拡大していますが、その選択が家計や心理面にどのような影響を
与えているのか――「二人で借りる」ことの意味を、後悔という視点から見つめ直していきます。

やの　あやな
三井住友トラスト・資産のミライ研究所　研究員
2014年に三井住友信託銀行入社。堺支店、八王子支店にて、個人顧客の資産運用・資産承継に関わるコンサルティ
ングおよび個人顧客向けの賃貸用不動産建築、購入に係る資金の融資業務に従事。2021年より現職。幅広い世代
を対象に、資産形成や資産活用に関する調査研究、情報発信を行っている。なかでも、住宅ローンに関するテー
マに重点を置き、継続的に分析・発信を実施。主な著作として、『安心ミライへの「金融教育」ガイドブック
Q&A』（金融財政事情研究会、2023）がある。ウェルビーイング学会会員。
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